
７
月
８
日
に
開
幕
し
た
総

理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ

カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
以

下
、
総
理
大
臣
杯
）
の
決
勝

が
１６
日
に
大
阪
長
居
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
、
専
大
（
関

東
第
７
代
表
）
は
阪
南
大（
関

西
第
３
代
表
）
を
相
手
に
善

戦
す
る
も
１
―
３
で
敗
戦
。

初
の
総
理
大
臣
杯
は
準
優
勝

で
幕
を
閉
じ
た
。

１
回
戦
で
日
本
経
済
大

（
九
州
第
２
代
表
）
を
３
―

０
で
下
す
と
、
２
回
戦
は
関

西
大
（
関
西
第
１
代
表
）
を

相
手
に
延
長
戦
の
末
２
―
１

で
勝
利
。
準
々
決
勝
は
昨
季

の
全
日
本
大
学
選
手
権
（
以

下
、
イ
ン
カ
レ
）
で
対
戦
し

た
中
京
大
（
東
海
第
２
代

表
）
。
互
い
に
譲
ら
な
い
展

開
で
０
―
０
の
ま
ま
Ｐ
Ｋ
戦

に
も
つ
れ
込
む
も
、
守
護
神

・
福
島
春
樹
（
法
１
・
静
岡

学
園
高
）
の
好
セ
ー
ブ
で
勝

利
し
た
。

準
決
勝
の
駒
大
（
関
東
第

５
代
表
）
戦
は
仲
川
輝
人（
商

２
・
日
体
荏
原
高
）
が
ハ
ッ

ト
ト
リ
ッ
ク
を
達
成
す
る
な

ど
専
大
イ
レ
ブ
ン
の
持
ち
味

で
あ
る
攻
撃
的
な
サ
ッ
カ
ー

を
発
揮
し
、６
―
０
で
大
勝
。

�
全
国
の
壁
�
に
苦
し
み
な

が
ら
も
決
勝
に
進
出
し
た
。

イ
ン
カ
レ
に
次
ぐ
「
冬
・

夏
連
覇
」
を
目
指
し
た
決
勝

は
、
エ
ー
ス
・
長
澤
和
輝（
経

営
３
・
八
千
代
高
）
が
先
制

点
を
挙
げ
る
も
、
初
め
て
挑

む
夏
の
大
会
で
暑
さ
と
連
戦

に
よ
る
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
達

し
て
い
た
。
専
大
ら
し
い
サ

ッ
カ
ー
が
見
せ
ら
れ
ず
、
守

備

陣
も
相
手
の
猛
攻
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。源

平
貴
久
監
督
は
「
専
大

ら
し
く
得
点
を
取
り
に
い
こ

う
と
選
手
た
ち
に
は
話
し
て

い
た
が
内
容
が
悪
か
っ
た
。

た
だ
、
負
け

は
し
た
が
こ

こ
ま
で
よ
く

頑
張
っ
て
く

れ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。

準
優
勝
と

い
う
結
果
に

終

わ

っ

た

が
、
下
を
向

く
選
手
は
一

人

も

い

な

い
。
７
月
２０

日
か
ら
始
ま

っ
た
天
皇
杯

全
日
本
選
手
権
の
東
京
都
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
学
生
系
の
部
で

２
勝
し
た
専
大
は
、
同
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
本
戦
出
場
を
決

め
て
い
る
。
８
月
１５
日
に
行

わ
れ
る
準
決
勝
、
２５
日
の
決

勝
で
勝
利
す
れ
ば
天
皇
杯
出

場
が
決
ま
る
。

加
え
て
、
２
連
覇
に
向
け

た
関
東
リ
ー
グ
戦
に
イ
ン
カ

レ
と
、
こ
の
雪
辱
を
果
た
す

舞
台
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

（
鈴
木

詩
織
・
文
２
∥
写

真
も
）

７
月
５
日
か
ら
８
日
ま

で
、
福
岡
県
の
北
九
州
市
立

総
合
体
育
館
で
全
日
本
大
学

総
合
卓
球
選
手
権
（
団
体
の

部
）が
行
わ
れ
、男
子
が
ベ
ス

ト
８
と
な
っ
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
シ

ン
グ
ル
ス
の
王
凱
（
商
２
・

新
潟
産
大
附
高
）
と
、
ダ
ブ

ル
ス
の
田
中
健
奨
主
将
（
商

４
・
滝
川
第
二
高
）
・
川
島

勇
樹
（
経
営
４
・
明
徳
義
塾

高
）
組
が
躍
動
し
、
京
都
産

業
大
、
同
志
社
大
に
３
―
０

の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
準
々

決
勝
に
駒
を
進
め
た
が
、
今

大
会
優
勝
の
明
大
に
０
―
３

で
敗
れ
た
。

試
合
を
振
り
返
り
田
中
主

将
は
「
こ
の
大
会
で
は
、
７

年
間
で
明
大
と
６
回
対
戦

し
、
す
べ
て
負
け
て
い
る
。

今
回
は
手
も
足
も
出
ず
、
悔

し
い
。
次
の
団
体
戦
は
関
東

学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦
。
４
年

次
生
に
と
っ
て
学
生
生
活
最

後
の
試
合
に
な
る
の
で
、
よ

い
結
果
で
終
わ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
橋
本

里
恵
・
文
３
）

◇
水
泳
部

▽
日
本
学
生
選
手
権

【
競
泳
】
９
月
７
～
９
日（
東

京
辰
巳
国
際
水
泳
場
）

【
水
球
】
９
月
７
～
９
日（
相

模
原
市
総
合
水
泳
場
）

◇
レ
ス
リ
ン
グ
部

▽
全
日
本
学
生
選
手
権

８
月
２３
～
２６
日
（
大
阪
府
・

堺
市
金
岡
公
園
体
育
館
）

７
月
１５
日
、
静
岡
県
御
殿

場
市
馬
術
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
馬
場

馬
術
大
会
が
行
わ
れ
、
坂
口

智
康
（
経
済
４
・
八
女
工

高
）
と
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ァ
ー
号

が
６
位
入
賞
と
健
闘
し
た
。

今
大
会
は
、
規
定
演
技
と

自
由
演
技
の
合
計
得
点
で
順

位
が
決
ま
る
。
初
め
て
自
由

演
技
に
出
場
し
た
坂
口
は
、

Ｏ
Ｂ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
競
技
に
臨
ん
だ
。

「
規
定
演
技
と
は
違
っ
て

自
由
演
技
で
は
、
と
て
も
気

持
ち
よ
く
演
技
で
き
た
」
と

感
想
を
話
し
た
。

ま
た
、
「
８
月
の
大
会
に

向
け
て
の
調
整
も
で
き
た
」

と
次
の
目
標
を
前
向
き
に
語

っ
た
。（

大
嶋

輝
・
文
２
）

専
修
大
学
体
育
会
の
地
域
貢
献
活
動
「O

N
E

D
A
Y
T
E
A
M
M
A
T
E
2
0
1
2

」
が
６
月
３０
日
か
ら

８
月
５
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
か
で
実

施
さ
れ
た
∥
７
面
に
関
連
記
事
。

こ
の
活
動
は
川
崎
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携

事
業
で
、
「
楽
し
み
な
が
ら
、
大
学
生
の
パ
ワ

ー
・
ス
ピ
ー
ド
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
体
感
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
運
動
教
室
を
開
催
。
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
、
空
手
な
ど
２６
教
室
が
開
講
さ
れ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
教
室
に
参
加
し
た
小
学
生
は
「
大

学
生
の
プ
レ
ー
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
て

い
い
経
験
に
な
っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら

参
加
し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
多
く
の
参
加

者
が
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
を
体
感
し
た
。

（
村
上

大
晃
・
文
２
）

６月３０日、生田キャンパス北グラウンド

で行われた「ジュニアラグビー」。村田

亙監督とラグビー部員たちがパスやラン

などの基本技術を指導した（撮影・遠藤）

７月２２日、神奈川県の江ノ島ヨットハー

バーで行われた「湘南ヨット教室」。ヨ

ット部員と一緒に海へ漕ぎ出し、ヨット

競技の楽しさに触れた（撮影・石川）

◀

決
勝
で
先
制
点
を
決
め
た
長
澤

男子がベスト８

卓
球
・
全
日
本
大
学
総
合
選
手
権
（
団
体
の
部
）

「
冬
・
夏
連
覇
」あ
と
一
歩

初出場で準優勝

▲ ダブルスで活躍した

田中主将

▲ 初出場ながら準優勝を果たした専大サッカー部

エース長澤、仲川ら活躍光る

馬
術
・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

坂
口
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ァ
ー
号

６
位
入
賞
と
健
闘
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▶

ス
タ
ン
ド
か
ら
熱
い
声
援
を
送
る
応
援
団

（
撮
影
・
土
屋
）

▶

準
決
勝
、
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
を
達
成
し
た
仲
川
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